
エ
ジ
プ
ト
の
水
事
情

～
国
家
の
命
運
は
水
資
源
の
確
保
に
あ
り
～

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ

。
ジ
ャ
バ
ン
　
代
表
　
士
里
再
和
罫
渤

第
９
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

（Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
９
）
が
２
０
２
５
年
８
月
に
杖

浜
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

エ
ジ
プ
ト
は

ア
フ
リ
カ
有
数
の
経
済
大
国
と
し
て
、

ま
た
、
地
理
的
に
も
ア
フ
リ
カ
大
陸
と

中
東
を
結
ぶ
要
衝
と
し
て
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｄ
９
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
担

い

ま
し
た
。
そ
の
エ
ジ
プ
ト
が
今
、
直
ｌｒｌｌ

し
て
い
る
大
き
な
国
家
的
な
課
題
が
水

問
題
な
の
で
す
。

エ
ジ
プ
ト
は
、
そ
の
昔
か
ら

「
エ
ジ

プ
ト
は
ナ
イ
ル
の
賜
物
」
と
言
わ
れ
て

い
た
よ
う
に
水
資
源
の
９０
％
以
上
を
ナ

イ
ル
川
に
依
存
す
る
と
い
う
構
造
的
な

脆
弱
性
を
抱
え
て
い
ま
す
。
急
速
な
人

口
増
加
と
農
地
拡
大
に
よ
り
水
需
要
が

逼
迫
し
、　
一
人
当
た
り
水
資
源
量
は
深

刻
な
水
不
足
の
日
安
を
下
回
っ
て
い
ま

す
）^
加
え
て
、
ナ
イ
ル
川

・
上
流
国
と

の
水
利
権
紛
争
、
特
に
エ
チ
オ
ビ^
ア
が

建
設
し
た
人

エ
チ
オ
ビ
ア

・
ル
ネ
サ
ン

ス

・
ダ
ム

（Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
）
を
巡
る
対
立

は
、
国
家
安
全
保
障
上
の
大
き
な
脅
威

と
な

っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
面

上
昇
と
土
壌

の
塩
書
、
蒸
発
量
の
増
加

が
、
食
料
の
安
全
保
障
に
新
た
な
リ
ス

ク
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
複
合
的
な
課
題
に
対
し
、

エ
ジ
プ
ト
政
府
は
「国
家
水
資
源
計
画
」

を
策
定
し
、
ナ
イ
ル
川
へ
の
依
存
を
減

ら
す
多
角
的
な
戦
略
を
推
進
し
て
い
ま

す
（）
農
業
部
門
に
お
け
る
灌
漑
方
式
の

近
代
化
、
大
規
模
な
下
水
処
理
水
の
再

利
用
、
そ
し
て
太
陽
光
発
電
を
利
用
し

た
海
水
淡
水
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

ヘ
の
巨

額
な
投
資
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
は
技
術
的
な
解
決
策
で

あ
る
と
同
時
に
、
エ
ジ
プ
ト
の
経
済
成

長
の
新
た
な
原
動
力
と
も
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

１
．

エ
ジ
プ
ト
の
水
資
源
の
現
状

と
課
題

エ
ジ
．ブ
ト
は
、
年
間
降
水
量
が
わ
ず

か
５‐

リミ
と

ぃ
う
極
め
て
乾
燥
し
た
気
候

帯
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
の
水
資
源
の

９０
％
以
上
を
ナ
イ
ル
川
に
依
存
し
て
い

ま
す
。
ナ
イ
ル
川
か
ら
の
年
間
利
用
可

能
水
量
は
、
１
９
５
９
年
に
ス
ー
ダ
ン

と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
ナ
イ
ル
協
定
＊

に
よ
っ
て
５
５
５
億
立
方
属
／
年
に
制

限
さ
れ
で
い
ま
す
。
（
＊
ナ
イ
ル
協
定
一

河
川
水

７５
％
は
エ
ジ
プ
ト
、
残
り
が

ス
ー
ダ
ン
で
使
用
）

近
年
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
年
平
均
２

・

０４
％
の
急
激
な
人
口
増
加

（２
０
０
８

年
～
２
０
１
７
年
）
で
２
０
２
３
年
に

は
１
億
１
４
５
３
万
人
を
記
録
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
食
料
増
産
の
た
め
の
農

地
開
拓
が
進
み
、
水
需
要
が
大
幅
に
増

加
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
国
の

一

人
当
た
り
年
間
水
資
源
量
は
水
不
足
の

目
安
ど
さ
れ
る
１
０
０
０
立
方
肩
を
大

き
く
下
回
る
７
２
０
立
方
済

（２
０
１

７
年
時
点
）
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
２
年
の
推
定
で
は
年
間

約
７０
億
立
方
属
の
深
刻
な
水
不
足
に
直

面
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ジ

プ
ト
の
水
消
費
量
の
う
ち
、
約
９５
％
は

農
業
分
野
が
占
め
て
お
り
、
こ
の
部
門

（国
内
労
働
人
口
の
約
４

分
の
１
が
農
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民
）
が
水
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
鍵
を
握

っ

て
い
ま
す
。

水
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
し
て
は
、
上

水
道
の
普
及
率
が
ほ
ぼ
１
０
０
％
に
達

し
て
い
る

一
方
で
、
下
水
道
の
普
及
率

は
全
国
平
均
で
約
５０
％
に
と
ど
ま
り
、

特
に
農
村
部
で
の
整
備
が
遅
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
ギ
ャ
ッ
プ

は
、
未
処
理
の
生
活
排
水
や
産
業
排
水

が
ナ
イ
ル
川
に
直
接
流
入
し
、
水
質
汚

染
の
深
刻
な
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
都
市
部
や
工
業
地
帯
の
下
水
道

に
は
■
金
属
や
有
機
汚
染
物
資
が
流
入

し
、
さ
ら
に
水
質
を
悪
化
さ
せ
て
い
ま

す
。ち
な
み
に
カ
イ
ロ
首
都
圏
水
道
庁
の

給
水
人
口
は
約
１
６
０
０
万
人
、　
一
日

の
給
水
量
は
約
５
７
０
万
立
方
肩
／
日

で
原
水
の
９８
％
は
ナ
イ
ル
川
か
ら
の
取

水
。
急
速
濾
過
池
で
浄
水
処
理
し
て
い

る
が
、
飲
用
に
は
適
さ
ず
、
ボ
ト
ル

ウ
オ
ー
タ
ー
の
使
用
が
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
。

２
．
水
利
権
紛
争
が
も
た
ら
す
水

問
題
の
混
迷

１
）
ナ
イ
ル
川
上
流
国
と
の
水
利
権
紛

争

¨
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
を
巡
る
対
立

ナ
イ
ル
川
の
主
要
な
支
流
で
あ
る
青

ナ
イ
ル
川
に
、　
エ
チ
オ
ピ
ア
が
ア
フ
リ

カ
最
大
級
の
水
力
発
電
ダ
ム

「大
三

チ

オ
ピ
ア

・
ル
小ヽ
サ
ン
ス

・
ダ
ム

（Ｇ
Ｅ

Ｒ
Ｄ
と

を
建
設

（２
０
２
５
年
７
月
完

工
、
総
貯
水
量
約
７
４
０
億
立
方
肩
）

し
ま
し
た
。
（参
考
一日
本
の
総
ダ
ム
の

貯
水
量
は
２
０
４
億
立
方
Ｆ
）

エ
チ
オ
ピ
ア
は
発
電
に
よ
る
自
国
の

経
済
発
展
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
が
、
水
資
源
の
ほ
ぼ
全

て
を
ナ
イ
ル
川
に
依
存
す
る
エ
ジ
プ
ト

は
、
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
に
よ
る
貯
水
が
下
流
ヘ

の
水
量
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、
自
国

の
水
供
給
を
脅
か
す
存
在
と
見
て
い
ま

す
【）
エ
ジ
プ
ト
は
１
９
５
９
年
ナ
イ
ル

協
定
に
基
づ
く
年
間
５
５
５
億
立
方
肩

の
権
利
を
強
く
主
張
し
、
法
的
拘
束
力

の
あ
る
合
意
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、

エ
チ
オ
ピ
ア
は
既
存
の
ナ
イ
ル
協
定
の

締
約
国
で
は
な

い
こ
と
を
理
由
に
、
ナ

イ
ル
川
の
水
資
源
の

「公
平
か
つ
合
理

的
利
用
」
を
主
張
し
反
論
し
て
い
ま
す
。

こ
の
対
立
に
よ
り
交
渉
は
難
航
し
、

エ

ジ
プ
ト
は
国
連
安
全
保
障
理
事
会
一に
書

簡
を
送
る
な
ど
、
国
際
的
な
仲
介
を
求

め
て
い
ま
す
。

３
．
地
球
温
暖
化
が
水
資
源
に
与

え
る
新
た
な
脅
威

エ
ジ
プ
ト
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る

海
面
上
昇
が
も
た
ら
す
脅
威
に
も
直
面

し
て
い
ま
す
。
ナ
イ
ル
川
デ
ル
タ
は
過

去
６０
年
間
で
年
間
３５
肩
か
ら
電
肩
も
海

岸
線
が
後
退
し
て
お
り
、
海
面
上
昇
に

と
も
な
う
塩
水
侵
入
は
世
界
有
数
の
穀

倉
地
帯
で
あ

っ
た
農
地
へ
の
塩
害
が
加

速
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
気
温
上
昇
は

水
資
源
の
蒸
発
１‐――
を
増
加
さ
せ
、
干
ば

つ
の
リ
ス
ク
を
高
め
て
い
ま
す
。
例
え

ば
首
都
カ
イ
ロ
が
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ

る
確
率
は
現
在
の
２５
％
か
ら
電
％
へ
と

急
増
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ

て

い
ま

す
。４

．

エ
ジ
プ
ト
政
府

の
水

戦
略
と

将
来

に
向
け
た
解
決
策

エ
ジ
プ
ト
政
府
は
、
運
迫
す
る
水
需

給
に
対
応
す
る
た
め
、
「
国
家
水
資
源
計

画
」
を
策
定
し
、
多
角
的
な
解
決
策
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

・
灌
漑
方
式
の
近
代
化
と
節
水
技
術
一

農
業
部
門
に
お
け
る
水
消
費
１‐……
を
削

減
す
る
た
め
、
政
府
は
点
滴
湛
漑
や

細
溝
瀧
漑
の
導
入
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
技
術
に
よ
り
、
年

間
最
大
１
０
０
億
〓ｍ
の
農
業
用
水
を

削
減

で
き
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
〔）

下
水
処
理
水
の
灌
漑
利
用

一
水
不
足

解
消

の
た
め
、
処
理
済
み
の
下
水
排

水
を
再
利
用
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

強
化
し
て
い
ま
す
。
①
２
０
２
０
年

４
月
に
完
成
し
た
エ
ル

・
マ
ハ
マ
下

水
処
理
場

（写
真
２
）
で
は
、
１
日

当
た
り
１
０
０
万
立
方
属
の
下
水
処

理
水
を
シ
ナ
イ
半
島
の
農
地

へ
送
水
。

②
２
０
２
１
年
５
月
に
は
、
世
界
最

大
級

の
処
理
能
力
を
持

つ
バ
フ
ル

・

ア
ル

・
バ
ク
ル
下
水
処
理
場

（写
真

１
　
処
理
水
量
５
６
０
万
立
方
肩
／

日
）
が
開
所
し
、
シ
ナ
イ
半
島
北
部

の
広
大
な
農
地
へ
灌
漑
用
水
と
し
て

給
水
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
下

水
処
理
水
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
水
資
源

対
策
と
国
家
を
支
え
る
食
料
の
安
全

保
障
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

海
水
淡
水
化
事
業
の
推
進

一
ナ
イ
ル

川
に
次
ぐ
新
た
な
水
源
と
し
て
、
海

水
淡
水
化
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
（）
政
府
は
今
後
５
年
間
で
国
内
４７

カ
所
に
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
す

る
計
画
で
あ
り
、
総
投
資
額
は
約
３０

億
ド
ル
に
上
り
ま
す
。
当
然
、
千
不

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
が
課
題
と
な
り
ま
す
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が
、
太
陽
光
発
電
を
利
用
し
た
大
規

模
海
水
淡
水
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
ジ
プ
ト
の
水
問
題
は
、
国
内
の

技
術
的
・経
済
的
戦
略
の
推
進
と
、
上

流
国
と
の
継
続
的
な
外
交
対
話
の
両

立
が
不
可
欠
で
あ
り
、
国
際
協
力
は

エ
ジ
プ
ト
の
自
力
解
決
能
力
を
一高
め

る
と
と
も
に
、
地
域
全
体
の
安
定
化

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

さ
い
ご
に

乾
燥
地
帯
に
位
置
す
る
エ
ジ
プ
ト
に

と
り

「国
家
の
命
運
は
水
の
確
保
に
あ

り
」。
結
論
と
し
て
、

持
続
可
能
な

エ
ジ
プ

ト
の
未
来
を
築
く
た

め
に
は
、
国
内
で
の

技
術
的

・
経
済
的
解

決
策
の
徹
底
的
な
推

進
と
、
上
流
国
と
の

「
公
平
か

つ
合
理
的

利
用
」
を
基
盤
と
し

た
継
続
的
な
外
交
対

話
の
両
立
が
不
可
欠

で
あ
り
、
さ
ら
に
国

際
社
会
に
よ
る
水
に

関
す
る
技
術
協
力
や

外
交
的
支
援
は
、
こ

の
複
雑
な

エ
ジ
プ
ト

の
水
問
題
解
決
に
大

き
な
役
割
を
担
う
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

追
記本
文
は
月
刊
カ
レ

ン
ト
誌

（潮
流
社
発
行
）
１０
月
号
に
寄

稿
し
た
原
文
に
才
者
が
追
記
編
纂
し
た

も
の
で
す
。

写真 1 バフル・アル・パクル下水処理場

写真2 エル・マハマ下水処理場 100万 ボ/日
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